
  〒699‐3212 浜田市三隅町向野田581 
        （浜田市三隅保健センター内） 

  Tel：0855-32‐0401 Fax：0855-32‐2121 

日時（第３火曜日） 内容 場所 募集定員 

６月２１日（火） 
１０時〜正午 

みすみっ子農園プロジェクト 
“さつま芋苗植え体験” 

杉の森デイサービス
センター 

８組 

日時  ６月 ８日（水）９時～正午 

    ７月１３日（水）９時～正午 

場所 三隅保健センター 相談室 

※ 秘密は固く守られます。お気軽に 

  ご相談ください。 

 社協会費は、地域福祉事業推進の貴重な財源として活用させてい

ただいている他、市内にある２８の地区社会福祉協議会に還元し、

地域住民の皆さまの「ふれあい」や地域での「支えあい」のための

事業に大切に使わせていただいています。 

 全ての住民の皆さまの笑顔をつくるために、浜田市社協の会費に

ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

社協会費 
１世帯 年額 800円 

浜田市内各世帯 

賛助会費 
１口 年額 2,000円 
社協活動に賛同された 

個人 

特別会費 
１団体 年額 5,000円 

社協活動に賛同された 
企業・団体 

ふるさと会費 
１口 年額 2,000円 
社協活動に賛同された 
浜田市外に居住する方 

社協の活動を
応援してくだ
さい！ 



浜田市ボランティアセンター三隅支所情報誌 Le‘ts Begin 第9号 

高齢者相談支援センター  ℡ 22-3900 
住所：浜田市野原町859-1 

   浜田市総合福祉センター内(社協本所) 
 

高齢者相談支援センター旭 ℡ 45-0189 
住所：浜田市旭町今市637 

   浜田市旭支所内（社協旭支所） 

高齢者相談支援センター金城 ℡ 42-2301 
住所：浜田市金城町下来原1541-20 

   高齢者生活福祉センター内(社協金城支所) 
 

高齢者相談支援センター弥栄 ℡ 48-2194 
住所：浜田市弥栄町木都賀イ526-4 

   杵束まちづくりセンター内(社協弥栄支所) 
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 ここは人口２５人１４世帯が暮らす、周囲が山に囲まれた集落です。 

１４世帯の内、一人暮らしの高齢者は４割、高齢者世帯は３割と高齢化が

進んでいるのが現状です。そんな集落で今あるものを大切にしながら、集

落を維持していく工夫を参加者へのインタビューを交えてご紹介します。 

 午後２時から始まる常会。参加するほとんどが高齢者です。単にお金を集め

たり、情報を共有するだけなら常会という仕組みじゃなくても方法はあるけれ

ど、住民それぞれが地域づくりには欠かせないことだと認識し、維持するため

に“ちょっとした”工夫をすることで毎月の開催につながっています。 

何か新しい取り組みを始めることは難しいかもしれないけれど、もともとあった活動を大切

にしながら、そこに参加し続けることも集落維持につながる、とても大事なこと。 

◎常会に参加していた女性より 

主人が体調を崩したことで、老々介

護の大変さをひしひしと感じます

が、集落の方々の理解や気配りのお

かげで過ごせて助かってます。 

集落の方同士で、野菜の苗をあげた

りもらったりすることがあり、自分

には出来そうにないと言うと、「い

いよ。野菜が出来たら持って行って

あげる」と言ってくれたり、「元気

～？」と声掛けをしてくれます。そ

れがとても嬉しくて、ここはそう

いったことができる集落だ、という

ことが自慢の一つです。 

◎ずっとここで暮らしたい 

私は６０年この集落で暮らしています。 

子ども達は遠方にいるけど、そこに行こうとは思いません。 

みんながいるから、何があっても安心して、最後まで付き合ってい

ただくつもりです。 

◎交通整理をする男性 

山道に入ると、道幅が狭いだけではなく、急傾斜が続く道のり… 

集会所まで歩いて行くには遠い…常会の場所までは、皆さん自家用

車か乗り合わせで来られます。そうすると、駐車スペースには車が

たくさん。車両や人が行きかう場所を安全に

行き来できるよう、赤白の旗を持ち誘導作業

を１人の参加男性がされていました。もしか

すると、この役割が生きがいになっているか

もしれないと思いました。 

「常会」には集落み

んなの“つながり”

を維持する大切な役

割があり、集落の中

心になっている！ 
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『
無
理
な
く
♪ 

楽
し
く
♪ 

長
く
♪
』
サ
ロ
ン

運
営
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
年
１
回
の

活
動
に
対
し
て
、
左
記
の
内
容
に
よ
り
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。  

 

助
成
金
活
用
を
ご
希
望
さ
れ
る
サ
ロ
ン
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。  

 

三
隅
地
域(

町)

で
活
動
す
る
サ
ロ
ン
が
対
象

で
す
。
（
※
３
か
月
に
１
回
以
上
開
催
さ
れ
る
サ
ロ
ン
） 

 

参
加
者
１
名
あ
た
り
500
円
が
目
安
で
す
。 

＊
謝
金 

 

＊
消
耗
品
代(

備
品
は
除
く) 

＊
水
道
光
熱
費 

 

＊
使
用
料 

 

＊
保
険
料 

 

＊
通
信
費 

 

＊
食
材
費(

弁
当
、
仕
出
し
、
外
食
代
は
除
く)

等 
 

 

サ
ロ
ン
実
施
後
、
所
定
の
様
式
を
ご
記
入
の

上
、
領
収
書
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
添
付
い
た
だ
い
た
領
収
書
の
金
額
を
基
に

翌
月
、
口
座
振
替
に
て
助
成
し
ま
す
。 

 

民
生
委
員
は
、
「
児
童
福
祉
法
」
に
基
づ
く

児
童
委
員
を
兼
ね
、
子
育
て
家
庭
が
地
域
で
孤

立
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
相
談
・
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

三
隅
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
児

童
委
員
活
動
の
資
質
向
上
を
目
的
に
、
令
和
４

年
４
月
28
日(

木)

、
こ
の
春
に
新
し
く
開
設
さ

れ
た
支
援
の
拠
点
と
な
る
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く
」(

浜
田
市
野
原
町)

を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
は
、
妊
娠
か
ら
出
産
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
様
々
な
関
係
機
関
と
連
携
し

切
れ
目
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
施
設
で
あ
る
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
他
、
こ
の
場
所
が
親
子
に

と
っ
て
安
心
し
て
過
ご
し
や
す
く
快
適
な
環
境

で
あ
る
様
子
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

民
生
児
童
委
員
と
の
連
携
の
重
要
性
も
確
認
で

き
た
実
り
あ
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。 

 

多
様
な
障
が
い
の
特
性
や
障
害
の
あ
る
方
の
困
り
ご
と
、
必
要
な
配

慮
な
ど
を
理
解
し
、
必
要
な
時
に
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
が
で
き
る

「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す
る
研
修
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
研
修
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
育
み
、
そ
し
て
、
や
さ

し
く
て
温
か
な
地
域
づ
く
り
を
一
緒
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

 

■
研
修
が
受
講
で
き
る
単
位 

 

自
治
会
、
職
場
、
学
校
・
ク
ラ
ス
単
位
な
ど
、 

 

数
名
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
受
講
可
能
で
す
。 

■
研
修
の
内
容(

約
75
分)

 

 

①
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
の
概
要
理
解
（
講
義
） 

 
②
多
様
な
障
が
い
の
特
性
な
ど
を
理
解
す
る 

 
 
た
め
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴(

約
50
分) 

 

③
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
の
理
解 

 

④
簡
単
な
手
話
講
座 

 

⑤
あ
い
サ
ポ
ー
ト
バ
ッ
ジ
の
交
付 

■
研
修
実
施
に
伴
う
費
用 

 

謝
金
や
資
料
・
資
材
に
係
る
経
費
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
会
場
の 

 

確
保
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
機
器
の
準
備
は
お
願
い
し
ま
す
。 

■
研
修
実
施
の
流
れ 

 

①
主
催
者
側
で
、
日
程
・
会
場
の
確
保
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
ず 

 
 

は
社
協
（
℡
32
‐
０
４
０
１
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

②
研
修
申
込
書
を
記
し
、
社
協
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

 

③
講
師(

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー)

が
訪
問
し
、
研
修
を
実
施
し
ま
す
。 

 
 

終
了
後
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト 

 
 

バ
ッ
ジ
を
配
布
し
ま
す
。 

 

④
研
修
報
告
書
を
記
入
し
、 

 
 

社
協
ま
で
ご
提
出
く
だ 

 
 

さ
い
。 

障がいの特性に
ついて、まず、
知ることから始
めませんか。 

助成金のこと
以外でも、お
気軽にご相談
ください♪ 


